第４回市民自治推進委員会のあり方に関する特別委員会
日　時　　平成２２年１月１９日（火）　１８：３０～２０：４０

場　所　　登別市役所　２階　第２委員会室

参加者　　田中寛志、木村義恭、合田美津子、大山口光男、鎌田和子、山田耕一、平田和弘、川田弘教、山田正幸、平田誠治、前野利一、石亀裕、大西宏、瀧川正義、関川昭雄
配付資料　登別市市民自治推進委員会特別委員会報告書素案
❑　本日お配りした資料のとおり、特別委員会の報告書素案を二役でまとめました。この素案をもとに皆さんに協議していただきたい。（木村）
　　素案に基づき説明　（木村）

❑　素案では今後の課題まで取りまとめているが、その後我々はどうすればよいのか提案・提言がない。どう進めばよいのか先が見えない。（大山口）

❑　素案に書いてあることはごもっともなことだが、組織は実際に動きだしたときに問題が起こるもの。事業を実施すべきという人もいれば、理論を固めるべきという人もいる。結局は意見は固まらない。このままでは何も解決しない。（石亀）
❑　市政は市民の声を聞くことが当たり前の時代になった。市民の意見、思いを集めてある意味妥協しながら意見を取りまとめるもの。どうやって市民の声を聞くことができるかが問題。市民自治推進委員会が市民の声を聞いて、方向性を決めることができないとだめ。他団体との調整も必要。（平田誠治）

❑　市民自治推進委員会が進むべき大きな柱、目標がない。今は、従来のまちを考えながら進もうと思うから新しい考えが出ない。これから新しいまちをつくるといった大きな目標がないと進まない。我々だけでなく市長にも思いがないように感じる。行政、市民がどう変われるのか。皆で目標を決めるべき。論議しても進まないのではないか。（山田正幸）

❑　まず具体的な課題を定めてから、目標を設定するべき。（鎌田）

❑　この特別委員会が設置された理由は、市民自治推進委員会について、各委員の認識がバラバラになっているため、もう一度原点に戻って整理しましょうという会。我々の大きな目標は市民自治の実現であり、沢山の市民に参加してもらうために市民自治推進委員会を設置した。市民自治推進委員会は全市民的な課題を抽出して、他団体と調整しながら整理し、解決していくところ。（木村）

❑　市民自治とは一人一人の意思から始まる。市民はそれぞれ考え方が違う。漠然とした共通認識は持てるが、全て意見が一致する必要なない。市民自治推進委員会の内部においても自分の部会がやりたいことを進めるべきで、他の部会の意見は必要ない。（石亀）
❑　委員の価値観はバラバラでも良いが、協議する土台はバラバラではだめ。（木村）

❑　例えば、市民自治推進委員会として具体的なテーマを決めて、各部会はそのテーマに沿った活動を定めていくのはいかがか。その活動を実践することで市民自治推進委員会のアウトラインが見えてくるのではないか。議会制度についても、議員になるにはお金がかかる。一部の限られた人しか議会の場に立てない。お金が無くても選挙に出れるような改革が必要でないか。市民自治推進委員会が検討する項目のひとつでもあるのでは。（田中）

❑　市民自治推進委員会は、今の議会を理想の形に変えるための組織であったらよいなと考えている。（平田誠治）

❑　市民自治、協働というが、市民と議員が協議して市民の声を反映させる仕組みが必要。議会との懇談会みたいなものは開かれているが、市民自治推進委員会としてどう関わっていくか。議会は傍聴できるが、市民は発言できない。

行政、議会が論議している事業計画等についても市民との協議の場がない。

今行政が実施していることからテーマを見つけてはいかがか。また、多くの市民が関心がないのも大きな問題。市民自治推進委員会が変えていかないといけない。（瀧川）

❑　特別委員会は市民自治推進委員会がこのままでよいのか考えるためにスタートした。大きな目的は市民自治の実現になっているが、具体的に何をすべきか論議しても分からない。もっと地域の声を聞いてテーマを探さないとだめ。市民自治推進委員会として、市民の意見を集約して５ヵ年の実践計画を立ててはいかがか。（山田正幸）

❑　行政は市民自治に対して挑戦的。例えば定住自立圏構想についても、国から言われてやっているように感じる。我々は行政と戦いの意識を持たないといけない。（平田和弘）

❑　定住自立圏構想は国から示された新たな広域連携の形。現在、この制度について西胆振の市町で検討している状況。決して国から言われてやっているわけではないことをご理解願いたい。（事務局）

❑　各委員において細かいところは共有できていないが、市民自治の実現とは市民が自分たちで考えて新しい地域を作るもので民主主義の基本となるもの。これは大きな柱となる。その実現に向けてどう結束して進むかが求められている。これからどういうまちにしていくかを考えるために、市民自治推進委員会は何をすればよいのか、登別の特性、課題を洗い出して検討することが必要ではないか。今まで色々な資料がテーブルに載ったが、検討材料になるものがある。皆で整理し議論すべきで、事業の実践が先に進むべきではない。（合田）

❑　国は地方自治の推進といっている。いずれ地方に国の権限や財源がおりてきたとき、市民自治が進まないと大変なことになる。広域連携についても市民は関っていない。（山田正幸）

❑　特別委員会報告書の素案について、ご意見はありますか。例えば事業を実践することが市民自治推進委員会の目的に合っているのか、市民自治を進める上でどう取り組むのか、組織の改正は必要か、市民の理解を得るにはなど課題は残っていると思います。特別委員会での解決は難しいと思われますので運営委員会での検討課題とすべきと考えています。（木村）

❑　せっかく市民が行政に参画していく仕組みができたのに市民の反応がない。それが問題。市民自治推進委員会だけが浮いているとの批評もあるが、批判する側にも問題がある。（合田）

❑　何をするにしても、こちらから各地域に出向いていかないと人は集まらない。町内会活動でも自分を犠牲にして取り組んでいる人、参加したいが仕事でできない人、できるのにやらない人など沢山いる。関心がない人にどう興味を持ってもらうかが問題。（山田正幸）

❑　それを仕掛けていくのが我々の役割。議論して仕組みをつくるべき。（合田）

❑　市民自治を高めるためにどうしたらよいのかが分からない。我々が何を言っても市民は反応しないのではないか。それより意識の高い人が集まって活動を行い成果を出していかないとだめ。理想論を論議しても進まない。（大山口）

❑　行政は市民、行政の役割分担といっているが、市民はボランティアと思っているのではないか。今は有償ボランティアの時代。市が実施したら１００万円かかるところを市民に５０万円でお願いするといった手法でないと成り立たない。市民が活動しやすくするのが市民自治推進委員会の役割ではないか。（山田正幸）

❑　市民自治推進委員会は市民自治に向けた仕組みを皆で考えるところ。行政の下請けではない。（合田）

❑　行政や議会は協働を理解しているのか。理解しているのなら対等の立場でなければ進まないのではないか。（瀧川）

❑　特別委員会報告書の素案についてはいかがですか。（木村）

❑　反論もしないが、賛成もしない。（石亀）

❑　これ以上の議論はしないということか。今後の方向性はどうするのか。（大山口）

❑　今後の方向性の検討は運営委員会にお願いしたいと考えている。全市的な課題まで特別委員会で決めて運営委員会に報告する手法もあるがいかがか。（木村）

❑　この資料でよいと思う。特別委員会の役割は終わり。課題等は運営委員会で論議すべき。（平田誠治）

❑　賛成。運営委員会に報告すべき。（山田正幸）

❑　大きな課題を検討するに当たっては、まちづくり基本条例に示されている市民自治推進委員会の役割である条例第２８条第２項に当てはまる内容について市民自治推進委員会で議論しないと変わらないのではないか。（事務局）

❑　次回の特別委員会で組織論を検討してはいかがか。（合田）

❑　組織や規約の改正までは特別委員会に求められていない。運営委員会の役割になるのではないか。（木村）

❑　特別委員会の設置は運営委員会で決めたこと。特別委員会は採決して決めるところではなく、検討した項目を運営委員会にもどして運営委員会で採決するように決めたはず。決まったことを守らないと先に進まないのではないか。（事務局）

❑　今回の素案を特別委員会の意見とするか、問題点の抽出まで特別委員会で協議するか挙手をお願いします。

賛成多数で今回お示しした特別委員会報告書素案を運営委員会に提出することとします。組織、規約の見直しについても運営委員会での協議事項とします。
このことから本日を持って特別委員会は終了とし、次回は開催しないこととします。（木村）
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